
三行政区に跨る都市型交通結節点の改善に向けた提案
-飯田橋駅・飯田橋交差点を中心とする住民参加型の調査と検討を通して -

1.背景と目的

（図 1）

註 1,2）

2.調査概要
註 3）

註 4）

表 1
3.研究手法
　

(表 1)
4.調査結果に基づく設計条件確定のための諸検討
4.1歩行経路と飯田橋歩道橋の問題点
4.1.1歩道橋利用者と管理主体の相違

図 2

表 1.調査概要
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飯田橋歩道橋
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1丁目

飯田橋4丁目

飯田橋2丁目飯田橋1丁目

神楽
河岸

神楽坂
5丁目

開通都市計画道路

未開通都市計画道路

飯田橋駅

N

新宿区

文京区

千代田区

1.後楽二丁目東地区市街地再開発事業（2000年竣工）
2.後楽二丁目北西地区再開発を考える協議会（未定）
3.後楽二丁目西地区市街地再開発事業
（2007年着工予定）
4.後楽二丁目南地区再開発協議会（未定）
5.江戸川アパートメント建替え（2005年竣工）
6.神楽坂五丁目プロジェクト（2003年3月竣工）
7.東京理科大学建替え（2009年竣工予定）

8.飯田橋地区第一種市街地再開発事業（1984年完了）
9.富士見二丁目北部地区市街地再開発事業
　（2009年竣工予定）
10.富士見二丁目10番地区再開発計画（2008年以降）
11.警察病院看護学校看護婦宿舎移転計画
　（2007年以降）
12.東京区政会館建設計画（2005年竣工）
13.飯田橋二・三丁目地区土地区画整理事業
　（2003年完了）

図 1.飯田橋駅周辺の主な開発動向

　東京理科大学大学院工学研究科建築学専攻
大平 哲司

新宿区
居住者 勤務者 居住者・勤務者

実施期間 2003年 2003年 2004年

対象地区後楽１丁目、２丁目後楽１丁目、２丁目

揚場町、神楽河岸
下宮比町、新小川町
津久戸町、筑土八幡町
東五軒町

配布枚数 1,980枚 2,000枚 1,988枚
回収枚数 458枚（23.1％） 1,118枚（55.9％） 969枚（48.7％）

文京区
対象者

アンケート

ヒアリング

住民参加型
検討

都立文京盲学校：教員1名、生徒5名
東京都建設局（東京都における横断歩道橋の現況について）

2004年
2004年

資料
住宅地図、国勢調査、第4回東京都市圏PT調査、各種行政資料、再開発事業史、
飯田橋・富士見地域まちづくり協議会資料(2007年2月まで)、立体横断施設技術基準など

千代田区
居住者・勤務者
2004年～2005年

飯田橋2丁目、飯田橋
3丁目、飯田橋4丁目
富士見1丁目
富士見2丁目

3,000枚
834枚（27.8％）



註 5）

4.1.2管理主体の相違と整備の課題

註 6）

4.1.3有効幅員　
註 7）

4.2施設利用実態と地域生活圏　

図 4

4.3飯田橋駅の問題点
4.3.1駅周辺空間の管理主体と評価

(図 5)

4.3.2駅前広場面積の検討（表 2）

註 8,9)
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図 2.交差点利用者の歩行経路

図 3.交差点利用者（新宿・千代田・文京）の評価
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図 4.飯田橋駅周辺地域の利用施設と越境を伴う施設利用

図 5.飯田橋駅・駅周辺に関する評価
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飯田橋・富士見地域まちづくり協議会資料(西口と東口の乗降客数の比は1:2とする)
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表 2.必要駅前広場面積と現状との比較



4.3.3出口利用とバリアフリー整備　
(図 6)
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図6.地下鉄飯田橋駅の出口利用者分布

5.調査結果に基づく提案と地域住民の評価
5.1飯田橋交差点について

(図 7,写真 1)

(図 8)
(表 1)

(写真 2)

5.2 飯田橋駅について

（図 7)

(写真 3)

(写真 4)

（図 9,写真 5）

(写真 5）

6.まとめ

註釈　註1）
　註2）

註3）
註4）

註5）
註6）

註7）
註8）
註9）

写真 2.駅へと続く大階段

写真 1.全体像 (北西方向より )
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再開発計画
（2008年以降）
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図 9.B-B'断面図 (S=1/1300)

図 7.デッキレベル平面図 (S=1/3000)

図 8.A-A'断面図 (S=1/1800)　(高さは階段の蹴上と段数から算定 )

写真 3.隣接街区を利用した駅前広場 写真 4.飯田橋駅西口俯瞰 写真 5.既存商業施設の改修部分


